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ここでいう物品賃貸業とは, 土地や貨幣をのぞく動産物品の賃貸を専門におこなうレンタル

業のことである｡ その歴史は (１) 江戸時代・(２) 明治～昭和 (前期) の時代・(３) 第二次

大戦後の時代に大別できる｡ ｢物品賃貸業｣ という語は明治��年代から使用されており１), そ

れ以前は ｢借物
かしもの

屋｣ とか ｢損料貸｣ といわれていた (｢リース・レンタル業｣ の呼称は����年
代後半から)｡

江戸時代の貸物屋については以前にも考察したが, 最盛期中心の不十分かつ簡単なものであ

った｡ そこでここでは, 物品賃貸業の理論と歴史に関するこれまでの研究の一環として２), 江

戸時代における貸物業の創成について考察する｡ 古代に関する補論は, 物品賃貸業の発生の前

提条件 (物品賃貸借の普及) をそのスタート台で垣間見ようとする試みである｡ 本論の一助に

なればと期待したい｡

なお引用史料の日付は漢字でしめすのが当然なのだが, 横書きの読みやすさを考慮しあえて

算用数字をもちいる｡

���
序

第１節 ｢発生｣ の諸条件

第２節 各種衣類とその他の貸物屋・｢万貸物屋｣

第３節 貸本屋

第４節 車・駕籠・船の賃貸業

補論 古代の物品賃貸借について

むすび

１) 明治��年代末までは ｢損料貸｣ ｢貸物業｣ ｢物件貸付｣｡ 最初公的に ｢物品貸付業｣ としたのは明治��年の大蔵省・営業税表と思われる (明治��年東京郵便局電話番号簿では ｢物品賃貸業｣, 明治��年
代以降は ｢物品賃貸業｣ でほぼ統一されている)｡

２) ｢物品賃貸業の基礎的・理論的研究｣ (『立教経済学研究』 ��‒�・��‒�), ｢賃貸借の経済概論｣ (��‒�), ｢物品賃貸業の歴史的研究｣ (��‒�・��‒�・��‒� 略番号を④⑤⑥とする), ｢明治期における織

機の賃貸借｣ (『東邦学誌』 ��‒�)
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第１節 ｢発生｣ の諸条件��世紀から��世紀にかけて, わが国では江戸・大坂・京都を中心に何千もの貸物屋が営業し
ていた｡ 小説・見聞録・説話・川柳・歌舞伎本でもしばしば描かれており, 町奉行の書状や町

触では ｢損料貸物の儀｣ がしばしばとりあげられている｡ そうした史料にでている貸物屋 (業)

の種類をざっとみるだけでも, 衣類をはじめ蒲団・蚊帳・手道具・葬儀用品・家具調度・竹木

・畳・駕籠・車・船・書籍・武具・炊事道具食器・祭礼地車・芝居用具・占い具などがある｡

貸本屋をふくめると, ��世紀前後にはこうした貸物業者は四千数百店 (人) にのぼっている

(後述)｡

貸物業では単品の専門業者よりもむしろ複数種の物を貸す ｢万
よろず

貸物屋｣ が多かった｡ そう

でないと多様な需要に応じられないし, 季節品は需要がかたよって採算がとりにくいからであ

る｡ また初期のばあいほど兼業が多く, あとになるほど専業化がすすんでいく (この経過は分

業の発達にみられる一般的傾向といってよい)｡ なお賃貸される物品の種類は多様であり, そ

れらに応じて ｢発生｣ 時期がことなっている｡ こうした点に留意したうえで, ｢発生｣ に関す

る一般的で基礎的な条件から考えていくことにしよう｡

条件Ⅰ 賃貸借・賃貸業に適する物品がかなりの量で供給販売され, それらの賃貸がおこな

われていること｡

そうした物品とは比較的高価で一時的に使われ, しかも耐久的で反復して使用できるような

物品である｡ 同じ貸付業でも, 貸物屋の発生が高利貸や質屋の発生よりもはるかにおそいのは,

賃貸借・賃貸業に適した物品が貨幣よりもはるかに限定されているからである｡

この条件は近世以前から準備されている｡ 荷車の賃貸借はすでに ｢古代｣ からおこなわれて

いるし, 船の賃貸借の普及は, 中世後期における各地の 『廻船式目』 にある船舶賃貸借の諸条

項から明らかである｡ 中世の文通 (『明衡往来』・『庭訓往来』) や寺院の ｢借物帳｣ には各種の

物品貸借がしばしば記されており, 室町幕府の職名には ｢借物奉行｣ といって茶器・屏風その

他の接客用道具をあつめる役がもうけられているが３), これらの貸借のいくつかには何らかの

賃料または謝礼がともなっていたと思われる｡ 地主や網元も小作人や漁民へ農具・漁具を貸し

て労働や現物の代償をとっていたにちがいない｡

条件Ⅱ 賃貸業者の再生産を可能にする借手人口が一定範囲内に定住していること｡ 物品賃

貸は販売の補助手段として製造業や商業に付随していた｡ それが自立した専門業になるには,

当事者の再生産と利得を可能にするだけの賃貸需要 (人口) が必要である｡ この人口は物品ご

とにことなっていて, たとえば本ならば都市とその周辺に定住する読書人口になるし, 能装束

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

３) 『武家名目抄』 第四十冊職名部廿三 (����年・明治図書出版・増訂増補 故事叢書��巻第一, �����)
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ならば演能者になる｡ 定住という条件をあげたのは, 賃貸借が無担保なので借手の信用をたし

かめるうえで重要になるからである｡ こうした条件をみたす場は相当大きな都市であろう｡

条件のⅠとⅡは依存関係にある｡ ｢需要人口｣ の増加には賃貸料の低廉化が必要であり, 低

廉化には商品供給の増加が必要だからである｡ したがって二条件が生産力・商業・市場等の発

展と商業や市場の自由化を土台にすることはもちろんだが, そうした点については省略する｡

なお副次的条件として, 該当地域で平和と治安がある程度長期に維持されることをあげてお

こう｡ 物品賃貸業は物品を長期に保管しなくてはならないし返却に日時がかかることもあるた

め, 戦乱がつづく社会では育ちにくい業だからである｡ この条件は ｢大阪夏の陣｣ (����) の
終結で一応みたされるようになる｡

つぎに語彙をしらべてみると, ｢損料屋｣・｢貸物屋｣ は��世紀までの諸史料や辞書にはみあ
たらない｡ たとえば有名な 『日葡辞書』 (����年) には, ｢借物｣ ｢暫借｣ ｢借状｣ ｢賃取｣ ｢返進｣
｢損亡｣ ｢損免｣ 等の語はあるけれども, ｢損料屋｣・｢貸物屋｣ はない｡ また主要な都市史の史

料にもないようである｡

｢借物｣ と ｢損料｣ は中世や近世初頭の文書に散見される｡ ｢借物｣ については ｢借物目録｣

の内容が借金であったり, ｢借物帳｣ が借入物品帳であったりして, 物の貸借と金の貸借の両

義で使われている４)｡ 『日葡辞書』 も ｢借物｣ を ｢借金, または借用した物｣ としている｡ ｢損

料｣ は購入品への支払金・利子・地代等の意味で使われており, 損料屋のレンタル料を意味し

ていない５)｡

以上の発生条件や語彙の状況からすれば, 物品賃貸業は中世ではなく近世前半の大都市, お

そらく江戸よりも先に発展した京都か大阪で発生したのだろう, という見当がつく｡ ちなみに

京都は����年に民家３万軒, ����年に���万軒・洛中人口��万人, 大阪は����年に��万人・����
年に��万人であった６)｡

ところで中国では, ��世紀はじめに北宋の首都�京べんけい

(現河南省開封市) で各種の物品賃貸業

が繁昌していた｡ 当時この都は人口百万人の大都市で, 『東京夢華録』 には ｢都の左京と右京

両区には, ちゃんと賃貸しするところがあって, 供廻りの着ける衫・帽や衣裳や調度品に至る

まで, なんでも賃借りできるから, 人から借用する必要はない｣｡ ｢座車子｣ や ｢馬を賃貸しす

るところがあり, せいぜい百文どまり｣ だったと記されている７)｡

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

４) ｢借物目録｣ の例は 『東寺百合文書』 ３‒���～���｡ ｢借物帳｣ の例は ｢一休百回忌真珠庵借物帳｣

『大徳寺真珠庵文書』 �‒���
５) 嘉吉３年 (����) ４月��日 ｢柳原畠損料壱貫五百六十文｣ (『東寺百合文書』 る５巻‒���)｡ 文亀３
年 (����) ��月��日 ｢材木損料壱貫貳百文｣ (『大徳寺文書』 ７巻��１)｡ 辞書類での ｢損料｣ は 『古

本下学集』 (����年) や 『文明本節用集』 (��世紀初頭) にはないが, 『天正十七年本節用集』 (����年)
や 『節用集大全』 (����年) にはでている｡

６) 各都市編の 『史料京都の歴史４』・『京都市史』・『新修大阪市史』・『東京市史稿』・その他

７) 猛元老 『東京夢華録―宋代の都市と生活』 (平凡社東洋文庫, 入谷義高・梅原郁訳注 �����‒���)｡
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貸衣裳屋 ��世紀以前のごくわずかな史料のなかでまず注目すべきは, ����年代に井原西鶴
がいくつもの作品で描いた貸物屋の諸記述である｡ 西鶴の貸物屋に関する知識は, かれが大阪

の商業と密接に関係していたこと８), 各地への旅で見聞を広げたり, 俳諧仲間との交流を深め

たりしていたこと, 幅広く読書をしていたことなどにもとづいている９)｡ かれの貸物屋の知識

は豊富でたしかなものだったといってよい｡ (西鶴からの引用は小学館 『新編日本古典文学全

集』 各巻による｡ 校注者名とページ数は省略し, 括弧内に同全集の校注にもとづく注をいれて

おく)｡

『好色一代女』 (����年刊) ｢そもそも奉公人の肝煎きもいり

渡世 (周旋業) とする事, 捨金 (支度金)

百両の内, 十両とするなり｡ この十両の内を又銀にして十匁, 使ひする嚊
かか

が取るぞかし｡ 目見

えの間 (見習期間), 衣類なき人は, かり衣裳自由なる事なり｡ 白子袖ひとつ, あるいは黒綸
りん

子
ず

上着に惣鹿の子, 帯は唐織の大幅に緋縮緬
ひじりめん

のふたの物 (腰巻), 御所被衣
ご し ょ か づ き

(御所風かぶり小

袖) に乗物ぶとんまで揃へて, 一日を銀二十目 (匁) にて借 (貸) すなり｡ その女御奉公済め

ば銀一枚とる事なり｣ (｢全集｣ ��)｡
ここで描かれているのは各種衣類の貸物屋である｡ つぎのように, 貧者相手に単品の着物を

貸す非道な坊主も記されている｡

『西鶴置土産』 (����年刊) ｢三途川さんずがわ

のお姥さまの勧進にありく男 (三途川の脱衣婆の像をも

ちあるき喜捨をうける勧進坊主), ふるぬのこ (古木綿の綿入れ着物) あまたこしらへ置き,

一夜を六文づつにて, 貧家の嵐を凌ぐために借 (貸) して, 朝はかたはしからはぎてまはりて,

目前のあの世 (地獄のさま) をみせける｣ (『全集』 ��)｡
『好色一代男』 (����年刊) 世之介 ｢今男盛り二十六の春, 坂田 (現酒田市) という所には

じめてつきぬ｣｡ ｢暮方より浜辺に出て, 兼ねて聞き及びし様子みるに, 人の嫁らしき者｣, ｢夕

顔を作りてびらしやら靡
なび

くといふ事ぞかし｡ 京大坂にありし惣嫁
そ う か

(街娼) といふ者に違はじ｣｡

｢聞くになほ不便
びん

なる世や｡ 泪は雨のふる夜は, 下駄からかさまでも損料出して, 思へばかり

のうら店
だな

, 三十日も定めなく, あそこに隠れここに替へて, ……夜発
や ほ つ

(売春婦) の輩
ともがら

一日ぐ

らし｣ (『全集』 ��)｡

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���
第２節 各種衣類とその他の貸物屋・｢万貸物屋｣

南宋の首都臨安にも同業者の存在を推測できるが史料をみつけていない (『夢梁録３』, 平凡社・梅原

郁訳)｡ なお��世紀末のパリ (人口��数万) にはレンタル業者がいて家具や食器等を賃貸していたよ
うである (シモース・ルー 『中世パリの生活史』 [原書房・吉田春美訳])

８) 西鶴が大坂の江戸買物問屋・日野庄右衛門だったという考証と推定が今日では有力視されている｡

この推定は野間光辰氏が提出され, 林基氏が綿密な考証でその確度を高いものにされた｡ 野間光辰

『増補西鶴年譜考証』 (中央公論社), 林基 ｢西鶴出自研究の最後の言葉｣ (勉誠社 『西鶴新展望』 所収)

９) 『西鶴辞典』 (江本祐, 谷脇理史編, 株式会社おうふう発行 ����‒��) その他
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これをみると, 湊町坂田には着物をはじめ ｢下駄・からかさまで損料｣ 貸をする業者がいた

ことになる｡ ����年当時の坂田は人口約�����人, 最上川船運と北前船を中心とする西回航路
の湊基地として繁栄しており, 今町 (現本町) には遊里もあった��)｡ 西鶴は 『日本永代蔵』 で

坂田の米大問屋鐙屋
あぶみや

(実在) の繁昌ぶりを描いてもいる｡ 『酒田市史』 編纂委員会にたずねた

ところ, その時代に貸物屋があったという確証はないとのことだが, かれの記述は実際をかな

りふまえたフィクションだといってよいだろう｡����年代後半のかれの俳諧集にも損料の借物にかけたと思われる句がある｡ ｢損領 (料・水谷)

でかる遠山の色｣ (『両吟一日千句』 ����年)｡ ｢これは又借ものという花衣｣ (����年刊 『大矢

集』)｡ ｢みな霊宝は世界の借物｣ (｢両吟千句｣｡ この句は 『本朝二十不孝』 の ｢今の都も世は借

物｣ を連想させる)��)｡
以上からすると, 西鶴は����年代から貸物屋を知っていたことになり, ����年代に描かれた
貸物屋は, おそくとも����年代には京都や大阪その他で営業していたことになる｡
貸能装束屋 貸能装束屋の初見は, 『京雀跡追』 (����年) の ｢借シ能しやうぞく｣ (烏丸通

｢二条下ガル淺野の町｣), ｢能衣將束借者此丁ニ有｣ (東洞院通 ｢諏訪町｣) という記述であろ

う��)｡
｢淺野の町｣ の町名は��世紀後半までは ｢秋のの町｣・｢秋野の町｣ であったが, 『京雀』 (����
年) や 『京都大絵図』 (����・����～��年) では ｢淺野の町｣ になり, ����年 (『洛中絵図』)

では ｢秋野の町｣ にもどっている (現, 中京区秋野々町)｡ ｢秋野の町｣ の町名は中世からここ

に ｢秋野道場｣ があったことに由来するという��)｡ この道場では中世から勧進能がたびたびも
よおされており (天文��年 [����] ２月１日 『言継卿記』), このことがこの町に貸能装束屋を
生みだすひとつの下地になったのであろう｡

初期の能装束は日常的な衣裳であったが, 徐々に専用の豪華華麗なものになっていき, ��世
紀末に西陣から能装束専門の織物が供給されるにつれて民間でも絢爛豪華な装束が常用される

ようになった｡ その種類には, 女性用の唐織
からおり

・摺箔
すりはく

・縫箔
ぬいはく

・舞衣
まいぎぬ

, 男性用の狩衣
かりぎぬ

・直垂
ひたたれ

・素襖
す お う

・厚板
あついた

・法被
は っ ぴ

・熨斗目
の し め

・半切
はんぎり

(袴) 等があり, 役割に応じて袷
あわせ

と 単
ひとえ

, 色のちがいもある��)｡

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

��) 酒田市史編纂委員会・酒田市発行 『酒田市史』 改訂版上��) 『新編西鶴全集』 (勉誠出版・同全集編集委員会編・第５巻上・下)｡ その他��) 『京雀跡追 (地)』 (野間光辰編 『新修京都叢書』 ＜臨川書店＞第１巻) ｢貸シ能しやうぞく 淺野町

二条下ル町也｣ (�����), 東洞院通 ｢諏訪町 貸能衣装束借者此丁ニ有｣ (�����)��) 『京都市町名変遷史』 (４御所周辺 �����), 『日本歴史地名大系』 (平凡社第��巻 ｢京都市の地名｣�����), 『冷泉町文書』 (����年の町名・『京都の歴史』 ４)｡ ｢諏訪町｣ の方は����年 (『洛中絵図』)

に ｢すわの町｣ と記され, ����年 (『京都大絵図』) には ｢御射山町｣ とある (前掲 『京都市町名変遷
史』 参照)��) 野間静六 『小袖と能衣装』 (平凡社 『日本の美術』 第��巻 ����‒��, ���‒���), 『能楽の歴史』 (����
年岩波講座Ⅰ �����), 西陣織物工業組合への質問に対する回答
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そうし装束の利用者は各座の能役者・半プロ役者・町人・武士・僧侶・勧進能の民間主催者た

ちであった (半プロ役者とは本業のかたわらあちこちの勧進能などに参加する功者たちで, 町

人や武士たちの演ずる手猿楽が盛んになるにつれて輩出した)｡

勧進能は寺院がおもに主催していたが, 祭礼での町組とか ｢佐渡嶋｣ のような遊女屋兼芸団

も主催した｡ ちなみに四条河原の舞台では, 傾城 (遊女) による能楽興業がもよおされてい

る��)｡ 能や狂言は当時の武士や町人にとって, もっとも身近な芸能になっていたのである｡
演題や役割ごとでことなる能装束は, ごく高価で演能時にしか使われない｡ だからそれが保

管されていて必要なときに必要なだけ借りられるならば, 利用者にとっては費用の節約になり,

きわめて便利である｡ 古くから能楽が流行した京都で, はやくから貸能装束屋がうまれたのは

自然のなりゆきだったといえるであろう｡

貸能装束屋は, ����年からの秀吉による京都大改造や ｢大阪の陣｣ が終わり, 西陣の高価な
能衣裳がではじめた����年前後から����年 (前記史料) までのあいだ, おそらくは����年ころ
から����年前後までに創業したと推定できる｡ この期間に能が式楽化されて武士階級全体に普
及する一方, 遊女による演能にみられるように能が ｢庶民｣ にいっそう普及し, 能装束への需

要が増加・拡大していったからである��)｡
遊廓用の貸編笠と貸衣裳屋 ��世紀の後半には, 京都の嶋原や江戸の新吉原付近の ｢あみ笠
茶屋｣ で編笠を借り, 顔を隠して出入りする風俗が流行した｡

｢惣じて京の遊廓には, 自分の笠を着する事なし｡ をしなへて茶屋編笠を用ゆ｡ たとひ丹波

口まで自分の笠をもたせたりとも, 茶屋にて着かゆへし……江戸の三谷も, 編笠を用ゆ｣ (『色

道大鏡』)｡ 京嶋原の ｢惣門にゆく道ハ……二町バかりの大道なり｣｡ ｢上下の買手衆｡ この道の

あひだにて｡ ゑもんを引つくろふ｣｡ ｢あみ笠引こみて, 門に立いる｣｡ ｢吉原｣ でも ｢あミ笠ま

ぶかに引こみたる人もあり｣ (『東海道名所記』)｡ ｢大門口の外五十軒道は……あミ笠茶屋也｣

(『嬉遊笑覧』)｡ こうした茶屋は多数あったので, 目印に焼印をつけて貸していた (『人倫訓蒙

図彙』)��)｡
｢茶屋にて着かゆへし｣, ｢ゑもんを引つくろふ｣ という記述をみると, この特殊な茶屋は時

には衣裳も貸していたようである (『東海道中膝栗毛』 では弥次喜多が登楼時に衣裳を損料借

している)｡ 嶋原遊廓付近の茶屋営業は京都六条の傾城町 (����年成立) からの移転が����年

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) 浅井了意著 『東海道名所記』 推定����年 (朝倉治彦校注, 平凡社東洋文庫２・�����, �����)｡
『露殿物語』 推定����年 (小学館, 神保五弥・青山忠一校訂 『日本古典文学全集』 ��‒����)��) 能の歴史については, 能勢朝次 『能楽源流考』 (岩波書店), 表章・天野文雄 『能楽の歴史』 (岩波

講座 ｢能・狂言｣ Ⅰ), 宮本圭造 『上方能楽史』 (和泉書院) 参照��) 『色道大鏡』 (八木書店刊・野間光辰編著 『完本色道大鏡』 ����)｡ 『東海道名所記』 (前掲巻２・�����‒７, 巻１・����)｡ 『嬉遊笑覧』 (喜多村�庭著・岩波書店・長谷川強他校訂 (一) �����)｡ 『人
倫訓蒙図彙』 ｢嶋原の茶屋｣ (日本古典全集刊・正宗敦夫編 �����)｡ 大坂の曾根崎遊廓への途中にも
貸編笠茶屋があった (『新修大阪市史』 第３巻図��, �����)
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だから (前者での営業の可能性を別とすれば), その何年後かということになるであろう｡ 新

吉原のばあいは吉原への ｢移転｣ が����年, 前 『名所記』 刊が����年 (推定) だから, ����年
代はじめころであろう｡ こうした茶屋の多くは����年ころにはすたれているが, それでも ｢田
町また五十軒路の左右のあみ笠茶屋は明和五

� � � �
年……までは両側にて廿軒｣ といわれている (前

掲 『嬉遊笑覧』)｡

喪服・葬礼具の貸物屋 西鶴 『日本永代蔵』 (����年刊) ｢京の手代の語りけるは, 『私の親
方は少しの人 (小商人) なるが, 世渡りかしこく, 世間にせぬ事ならではと, 葬礼のかし色

(貸衣裳), えぼし・白小袖・紋なしの袴, 駕籠も拵
こしら

へて, 俄の用を調へ, この損料銀積りて,

程なく東山に楽隠居を構へ, 人の目に三千貫目との差図 (評価), さのみ違ふまじ』｣ (『全集』��)｡ ｢葬礼のかしいろ｣ の ｢いろ｣ は服色の白 [にび色] の意で, 江戸時代には喪服の意味に

も使われていた��)｡
町人物の嚆矢といわれる 『日本永代蔵』 は西鶴がその別名を ｢新長者教｣ としたように, 当

時の新興商人 (前期的商人資本) たちが智恵と情報で長者になるさまを描いた作品である｡ 町

人モデルは多くのばあい実名かそれに近いままで描かれている｡ さきの記述は����年代の京都
における喪服と葬具の損料屋を描いたもので, 西鶴がこうした損料貸を ｢世間にせぬ事｣ と記

しているのは, 当時それが比較的新しい商売だったからであろう｡ 前記したかれによる知識の

入手時期からして, この業は����年代おそくとも����年代初期に営業していたことになる｡
ところで木下光生氏は, ��世紀後半から幕末にかけて近畿地方では貸喪服・貸葬具の業者だ
けでなく龕

がん

師 (棺桶・輿の生産職人)・｢三昧聖｣ (火葬や墓地管理者 [御坊・墓守とも])・輿

屋 (車屋) も葬具の賃貸にたずさわっていたことを実証されている��)｡ そして氏は, ｢葬礼道
具の製作・販売・賃貸に従事した人びと (以下, 葬具業者とする)｣ または ｢葬具を専門的にあ

つかうような商人が, 史料上最初にあらわれるのは, 十七世紀後半｣ であり, 伊原西鶴の 『日

本永代蔵』 の一節 (先に引用) が ｢近世葬具業者の初見｣ とのべられている��)｡
しかし西鶴の記述が貸葬具業者の初見だとしても, ｢近世葬具業者の初見｣ とはいえまい｡

西鶴の記述よりも以前の 『毛吹草』 (����年) に ｢仏師｣, 『京雀』 (����年) や 『京雀跡追』

(����年) に ｢ゐはいや｣・｢仏具や｣ の記述があるからである｡ 氏は葬具業者を ｢葬礼道具の

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

��) ｢大坂の市民, 親族の葬送には白無垢に無紋の白, あるいは水浅木の麻上下を着す｡ …また中以下
は貸いろ屋と云ふ渡世の者より, 損料銭をもって借用することなり｣ (守貞謾稿 『近世風俗志』 巻十

三, 岩波書店五・宇佐美英機校訂 �����)｡ 『日本国語大辞典』 (小学館), 増田美子 『日本服飾史』

(源流社), その他参照��) 木下光生 ｢近世葬具業者の基礎的研究｣ (大阪歴史編纂所 『大阪の歴史』 第��巻 [����年] 所収),
井上章一 『霊柩車の誕生』 (朝日新聞社刊 ����)��) ｢近世日本の葬送を支えた人々｣ (江川温, 中村生雄編 『死の文化誌』 [����年] 所収 ����‒��)｡
かつてわたくしも 『日本永代蔵』 や 『当世下手談義』 (｢白輿屋｣) の文章を損料貸の例として引用し

た (前掲拙論④)
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製作・販売・賃貸に従事した人びと｣ と規定されたために, 貸葬具業者の初見とすべきところ

を ｢葬具業者の初見｣ と誤記されたのかもしれない｡

それはともかく, 本来の葬具業者 (葬具の製作・販売者) と貸物業者 (貸喪服・貸葬具業者)

とは区別すべきで, 後者は広義の葬具業者の一端といえるにしても範疇的には物品賃貸業者・

貸物業者である｡ ちなみに 『本朝藤陰比事』 (����年) で貸喪服屋は ｢万
よろ

づ借
かし

物屋｡ 白無垢
む く

浅
あさ

黄
き

上下
かみしも

, 毎
まい

月無常
むじゃう

野に送
をく

らぬ絶間
たへ ま

なく, 此二色のかし賃
ちん

取て五人口｣ とのべられている｡ なお��世紀前後の住吉神社の近辺には ｢葬式貸物屋｣ があった��)｡
万
よろず

貸物屋 西鶴 『本朝二十不孝』 (����年) ｢今の都も世は借物｣｡ ｢世に, 身過み す ぎ

は様々なり｣｡

｢念仏講の借盛物
かしもりもの

(お供え道具), 三具に, 敲鉦
たたきがね

を添へて, 一夜を十二文｡ 産屋の倚懸台
よりかかりだい

, 大

枕まで揃へ, 七夜の内を七分
ふん

｡ 餅突頃のヰ楼
せいろう

(蒸籠), 昼は三分, 夜は二分｡ 薬鍋, 一七日,

十文｣｡ ｢夏中の借簾
かしすだれ

, 世知かしこき人の心, 見えすきて, 始末を世帯の大事といへり｣ (前掲

『全集』 ��)｡
この記述はさまざまな物品をあつかう ｢万

よろ

づ借
かし

物屋｣ (前掲 『本朝藤陰比事』) の初見史料かと

思われる｡ 貸喪服・貸葬具業者が����年代かそれより以前に営業していたとすれば, 万貸物屋
もこれらの業者と同じ品物をおもな対象にしている業者だから, ほぼ同じころに営業していた

と推測できる｡

貸古手屋・貸道具屋 大阪古手商組合の記録によると, 同組合は天明年間 (����‒����) に
業態別で五組にわかれていたが, このうちの ｢迦

かつぎ

組｣ には ｢損料を以て諸物を他人に貸し出

す｣ ｢古手貸組｣ が属していた��)｡ 貸物屋とか損料屋とかの看板をかかげなくても, 古手屋の
なかに古手 (おもに衣類) の賃貸をする業者がいたのである｡

古手業者が天明期の���年以上もまえから営業していたことから推して, 古手貸業のはじま
りも天明期よりずっと以前にさかのぼりうると思う｡ 古手は求めに応じて販売も賃貸もでき,

新品より安く貸せるし, 初期ほど兼務が多かったから, 賃貸業務の開始は古手業の開始からそ

れほどおそくないと推測できるからである｡

さきの大阪古手商組合の記録によると, 古手屋仲間は正保２年 (����) にすでに��組および
仲買組・上町組に分かれており, その上町組は天明期の迦組に属する上町組と同名である｡ こ

のことは����年代に古手業内で分業化が相当進んでいて, のちの骨格を形成し始めていたこと
を示唆している｡ もしそうだとすると, 貸古手屋の創業は����, ��年代あたりにまで遡及でき
るかも知れない｡

貸道具屋については, 『大阪市史』 に明和７年 (����) 平野屋茂平代表の出願貸物株���のな
かに家具の貸物屋があり, また文化８年 (����) に天満伊勢町阿波屋辰蔵を ｢道具株を以貸物

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) 享和３年１月 ｢口達触｣, ｢住吉神社奉幣使通行｣ に付道筋の ｢葬式貸物屋｣ 等は店先を屏風で囲う
こと (『大阪市史』 第４巻�����‒�)��) 徳川時代 ｢大阪商業習慣録｣・｢古手商｣ (大阪商工会議所 『大阪商業史資料』 第��巻 �����‒���)
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渡世之仁｣ とのべた記述がある��)｡ したがって, 道具・古道具屋が貸物営業をしていたことは
ほぼ疑いない｡ 道具は新旧ともに賃貸に適し初期に兼業が多かったから, 道具屋・古道具屋の

創業よりそれほどおそくないはずである｡ したがって, 古銅古道具屋仲間の総株数が１万２千

株余だった正保２年 (����) からそうおそくない時期に貸道具・貸古道具営業がはじまってい
たと推定できる��)｡ 京都には押小路通に ｢古道具屋町｣ があり (����年 『京雀』), ����年に古
手屋５店, 古道具屋５店 (『京雀跡追』), ����年には古手屋５店, 古道具屋��店 (『京羽二重』)
があった｡ これらの店の何軒かは貸物を兼業していたと推定してよいであろう｡

その他の貸物屋 ��世紀後半には田沼による株仲間の放漫な許可政策を契機に, 夜具・蚊帳
・地車祭礼用品・竹材木・その他の貸物業者から株仲間の出願がたびたびおこなわれている

(前掲 『大阪市史』 第１巻, 第３巻)｡ これらの貸物業の創業時代にかかわる史料はみつけていな

いので, つぎの点だけを指摘しておきたい｡

明和２年 (����) ５月と明和３年��月の ｢達｣ と ｢触｣ に, ｢貸しふとん屋｣・｢衣類・夜着

・蒲団賃借 (貸) り致し候もの｣ という記述がある��)｡ ��世紀後半に営業していたこの貸物業
は, 衣類・喪服・葬具等の貸物業者や ｢万貸物屋｣ が����年前後に営業していた (既述) とす

れば, ほぼ同じころに営業していたとしても不思議ではない｡

『難波丸綱目』 (安永版����年) には ｢貸地車祭礼貸物屋｣ が三軒記載されている (拙論④)｡

大阪の町々では祭礼行事が盛んで, 町ごとに ｢だんじり｣ と呼ばれる屋台 (地車・山車) をひ

いたりかついだりしていたので, 裕福でない町がこれを借りていたのであろう｡ 喧噪やけんか

を理由にした祭礼の取締令は����年代からだされており, 寛政２年 (����) ６月には, 地車
｢貸物渡世之者｣ へ町年寄の印がなければ貸すことを禁止する ｢達｣ がだされている��)｡ だか
らこうした貸物営業は����年代から����年代までのあいだに始まるといえるけれども, それ以
上に限定できるだけの史料はみいだしていない｡

材木や竹の損料貸業は ｢足代 (台) 諸材木損料貸｣ とあるように, 現代にたとえれば江戸版

軽仮設材のレンタル業といえるだろう｡ その株出願は明和４年 (����) ９月にだされているけ
れども, 江戸改造時代から営業し幕府に影響力をもつ材木問屋の反対でみおくられている｡ 材

木問屋はこうした仮設用の材木を無料で建築主に貸していると反対理由でのべているが, 実際

には材木の販売代金に賃料をふくませていたようである��)｡

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

��) 『大阪市史』 第３巻 �����｡ 道具貸物渡世は 『大坂本屋仲間記録・差定帳』 中の記述 ｢道具株を以
貸物渡世之仁ニ候処, 貸本之類并ニ本取扱いたし候｣ (長友千代治 『近世貸本屋の研究』, 東京堂出版,����所収)��) 『大阪商業習慣録』・｢第四九 古銅古道具屋仲間｣ (大阪商大研究所 『大阪商業史料集成』 第一輯�����)��) 『大阪市史』 第３巻 �����, �����) 寛政２年６月��日, 年寄の奥印なき ｢地車貸申間敷事｣ ｢貸物渡世之者へ｣ (『大阪市史』 第４巻 ����)｡ 祭礼取締令は����年以来何度もだされている (同第１巻 �����‒���)��) 『大阪市史』 第３巻 �����‒���, �����‒���
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第３節 貸本屋

同じ物品賃貸借業に属するとはいえ, 貸物屋は物質的欲望を満足させる物品をあつかい, 貸

本屋は精神的欲求を充足させる書物をあつかう｡ また貸本屋は全物品賃貸業者のなかでほぼ半

数をしめており, その意味では江戸時代における物品賃貸借業の代表的存在であった｡ そこで

貸本屋については独立した節であつかうことにする｡

江戸時代の庶民が娯楽本を読もうとすれば貸本屋から借りて読むのが普通だったので, 最盛

期には貸本屋は全国の町々・村々・津々浦々・各温泉地で営業していた��)｡ 天保期には江戸だ
けでも ｢貸本戸

かしほん や

八百, 此
これ

其の大略, 其の子, 其の孫に至つては, 算数し易からずと云ふ｣ (寺

門静軒 『江戸繁昌記』) といわれるほどであった��)｡
このように多数の貸本屋が営業していた理由を考えてみると, それは一方で経済・生活水準

が向上して読書欲が高まったこと, 他方で本が知識欲・娯楽欲をみたす手軽で簡便な手段であ

るにもかかわらず, 高価なために賃貸借の格好な対象になっていたからであろう｡ 俳諧に ｢勘

当の内貸シ本屋する｣ とあるように, 貸本屋が素人にも簡単にできる商売だったことも一因だ

ったと思われる｡

さきにのべた物品賃貸業の発生条件に則していうと, 都市を中心にした借手人口の存在とい

う条件は, 識字能力と余暇をもつ読書人口になる｡ そうした人口の増加は, 城下町の建設と町

人の増加が顕著になる����年～����年あたりからはじまるとみてよいであろう｡ 賃貸に適した
物品の供給増加という条件は, ����年代に大半の本が板木製版で供給されるようになり, それ
につれて民間書肆がふえる一方, 仮名草子などの教養娯楽本の比率がふえていったことで準備

された｡ ちなみに����年からの７年間に京都での本屋の創業は��店にのぼり, ����年の書目別
出版点数����点のうち教養娯楽本は約��％になっている��)｡ 平和と治安の維持は ｢大阪夏の陣｣
(����‒�) の終了後とみてよい｡
近世貸本屋研究の第一人者と目されている長友千代治氏によると, ｢貸本屋の語の初出｣ は

正徳３年 (����) である��)｡ ただしその数年前に, 宝井其角 (����～����) が貸本屋の存在を
しめす ｢損料の史記も師走の蛍かな｣ (｢五元集｣) を詠んでいる｡ だから貸本屋の創業期は����
年ころより以前になるが, そのころからいつごろまで遡及できるかを調べてみよう｡

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) 前掲・長友千代治 『近世貸本屋の研究』 ����‒��, ����‒��｡ 広庭基介 『江戸時代貸本屋略史』

(『図書館界』 �����������������, ���)｡ 以下の考察は両氏の業績に負う点が多い｡��) 『江戸繁昌記』 第三篇書舗ほん や

(岩波書店 『新日本古典文学大系』 ���, �����)��) 以上の経過については, 川瀬一馬 『古活字版の研究』, 奥野彦六 『江戸時代の古版本』 (東洋堂),

宗政五十緒 『近世京都出版文化の研究』 (同朋社出版), 鈴木敏夫 『江戸の本屋』 (中央公論社・上)

その他参照｡ 創業店数と書目別出版総数は前掲鈴木 ����, �������) 前掲長友 『近世貸本屋の研究』 ����‒��
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その手掛りになるのは, 貸本を兼業にしていた行商本屋と古本屋の発生であろう｡ 長友氏は

江戸時代に多くの本屋が行商形態をとり貸本もしていたことを実証され, ｢貸本屋の誕生・淵

源を, 貸本も兼業した本売り, いわゆる行商本屋に求めることができる｣ とされる｡ そして江

戸笑話 『きのふはけふの物語』 (元和２年～寛永初期) の一文章をテコに行商本屋の誕生を考

察されている (この 『物語』 は ｢枕草子・春画｣ の売買をめぐる, 文字と出版に無知識な人た

ちによる知ったかぶりの笑話である)｡

｢ゐ中へ, ものゝ本賣りに下りて, いろいろの物賣りける｡ 又ある人, 枕草子
まくらぞうし

を買うとて,

『もし文字の違ひたる事があらば, かへそうぞ｡ 此のほどの, 買うた中
うち

にも, 悪しきことがあ

る』 と申されければ, 『これは, 要法寺の上人, せいわう坊の, 校合
けうごう

なされた程に, 少しも違

ひは御座有まい』 と申した｣��)｡
氏によれば, この記事は ｢本が行商されている事実を報告｣ しているから, 貸本屋の誕生は

｢寛永はじめ頃であった｣��)｡ しかしこうした推定には少し疑問がある｡
第一に, 氏は行商本屋の売るいろいろな本を ｢いわゆる漢籍, 国書, 類書…春本であったに

しても｣ といわれるけれども, 野間光辰氏らの考証によれば, その当時の本は古活字本であり,

一回せいぜい���冊ほどの印刷で庶民むけの出版ルートにのぼらず, 公家・僧侶・上級武士・
医師・富裕町人のあいだで流通していた｡ 庶民むけの本は仮名草子・物語類であろうが, それ

も西鶴以前は教養書に属し, ｢中人以下の者にとっては……読書の対象にはならな｣ かった��)｡
そうすると, 寛永初期 (����年代) に本だけを売る行商がなりたつのか, ｢いろいろの物賣り
ける｣ 行商を貸本屋と断定してよいのかが疑問になる｡

第二に, この種の笑話本には作者か編者による創作話がふくまれていたようである��)｡ 問題
の話も当時の諸事実 要法寺の世雄房日性による開版事業, 京都の本屋による洛中洛外で本

の販売, 本に無知な人々が田舎に多いこと を素材にした創作かもしれない｡ 創作だとすれ

ば, 貸本屋誕生の直接証拠とはいえなくなるであろう｡ 『物語』 の該当記事は貸本屋誕生の有

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

��) 岩波書店・『日本古典文学大系���・江戸笑話集』 (小高敏郎校注 ����)｡ 『物語』 の作者・成立年
・出版年は不明だが, 元和２年～寛永初期の成立が明らかにされている｡ ｢ゐ中へ, ものゝ本売りに

下りて｣ の話は ｢祖本｣ (大東急文庫) への ｢拾遺｣ として ｢金地院旧蔵天理本｣ から追加された文

章で (小高敏郎氏注, ����), この天理本はその古活字から元和末年から寛永初期のものである (前

掲, 川瀬 『古活字版の研究』 �����, 小高敏郎 『｢昨日は今日の物語｣ の諸本』・学習院大学 『研究年

報』 ��, ����年)��) 前掲長友 『近世貸本屋の研究』 ����‒��｡ 氏は��年後にも同様の推定をされ, ｢その頃は本が製版
によって作られ, 一般大衆が読者となる時期で, 貸本屋の誕生も期を一にしている｣ とのべられてい

る (『江戸時代の図書流通』 思文閣出版, �����)｡ しかし本の製版の普及と一般大衆の読者化は寛永
初期 (����‒��年) よりもう少しあとではなかろうか｡��) 野間光辰 ｢浮世草子の読者層｣ (岩波書店刊雑誌 『文学』 ����年５月, �����������‒��)｡ 今田洋
三 『江戸の本屋さん』 (日本放送出版会 ����)��) 武藤禎男 (平凡社版 『物語』 訳者 ｢解説｣ �����)
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力な示唆をあたえるといえるけれども, これらの疑問が解けないかぎり, ｢誕生｣ の直接証拠

にはできないのではなかろうか｡

そこで行商本屋の別の初期史料をさがしてみると, 各種の振賣に ｢物の本賣｣ をふくむ万治

２年 (����) ４月９日の江戸町中振売への ｢覚｣ がある��)｡ 氏がいわれるように行商本屋と貸
本屋の発生をほぼ同時期とすれば, この史料にもとづいて, 江戸では����年以前から貸本屋が
営業していたことになる｡ 京都の本屋の歴史は江戸よりもはるかに古いから, 京都での ｢誕生｣

は����年代後半から����年代初期ころまで遡及してよいであろう｡
つぎに��世紀前半の京都の本屋仲間名簿をみると��), その屋号に ｢紙屋○兵衛｣・｢経師屋△

兵衛｣ のように兼業や前業をしめす名前が多くある (ほかの屋号にも丁字・銭・蚊帳・糸・升

・墨・俵・米・畳・帯・弓・鍵・蓍
めどき

・唐紙等がある)｡ このことは初期の ｢本屋｣ ほど他の商

売との兼業が多かったことをしめしている｡ また看板が本屋でも貸本をあつかったり, 古本屋

が貸本屋を兼業していたりする例が多数みられる｡ とりわけ地方ではそうしたケースがほとん

どであった��)｡
古本は需要があれば容易に貸本にもだせるから, 古本屋が貸本をしていたことはごく自然だ

ったにちがいない｡ したがって, 庶民向けの本屋・古本屋・貸本屋の創業は時期的にそれほど

へだたっていなかったと考えられる｡ そうすると, 京都では����年～����年に��軒の本屋 (古
本屋をふくむ) が創業していたから (前述), そのなかに貸本を兼業していた業者もいたと思

われる｡ これはさきの推定ともほぼ一致している｡ なお 『京雀跡追い』 (����年) に― ｢古本

賣買 三条より下へ多｣, ｢古本ノうりかい 西堀川三条より南｣ ―という記述がある｡ これら

の古本屋も貸本を兼業していたと推定できる｡

貸本屋は��世紀中葉には創業していたが, ��世紀後期 (元禄) から普及しはじめ, ��世紀前
半に隆盛期をむかえる｡ 最盛期の業者総数は����をこえていたとみられ, 物品賃貸借業者のな
かで圧倒的な数をしめていたが, 明治時代になると大幅に減少していった｡ こうした江戸時代

の盛況ぶりは, ｢敗戦｣ までの歴史上で類を見ないものであったし, 世界各国においても最多

の数者数だったのではなかろうか｡ ちなみに����年のイギリスの貸本屋数は����店といわれて
いる (補注)｡

貸本屋は情報伝達の供給者および媒介者として, さらに大衆の知的水準を向上させる促進者

として, 重要な役割をはたした｡

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) 本の行商は ｢札なし御赦免の分｣ (自由販売) にされている｡ 『正宝事録』 (近世史料研究会編・日

本学術振興会刊第１巻 ����)｡ この点については野間光辰氏の指摘 ｢浮世草子の読者層｣ (前掲 ����) があり, 長友氏もそれを利用されている｡��) 蒔田稲城 『京阪書籍商史』 (臨川書店)｡ 前掲鈴木 『江戸の本屋』 (下巻 ����‒��)��) 前掲野間 ｢浮世草子の読者層｣｡ 高木元 『江戸読本の研究』 (ぺりかん社)｡ 前掲今田洋三 『江戸の

本屋さん』｡ 鈴木俊幸 『江戸の読書熱』 (平凡社)｡ 前掲長友 『江戸時代の読書流通』 (思文閣出版)
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第４節 車・駕籠・船の賃貸業

車や船などの賃貸は運送業におけるチャーターのかたちをとることが多い｡ そこで車や船だ

けの賃貸に焦点をしぼって考察する｡

貸車 (車借) 荷車の賃貸借は古代から近代までおこなわれている｡ 牛や人がひく近世初期

までの荷車は大きめの二輪に短かめの台と曳き棒をつけた簡単なもので, その所有者は ｢車持｣,

曳手は ｢車力｣, 車で運賃をかせぐ業者は ｢車借
くるまかし

｣ といわれた｡ 車借はすでに中世から活発に

活動しているが, ｢天正の地割｣ (����年からの京都大改造) 後にみられる京都の ｢車や町｣ は,
｢車借しおほくあるゆえに｣ つけられた町名といわれている (『京雀』)｡

車持と車力との関係を明らかにするために, いくつかの文書を考察しよう｡

① 慶長��年 (����) ��月７日に京都所司代板倉重勝が下鳥羽車借たちにあたえた文書｡
｢下鳥羽車共……車力を以, 何方ニても荷物積候共, 違亂申間敷候｣｡ および車方がこれを

｢先年大坂御陣之節｣ ｢板倉伊賀守殿より車持共江被レ下候, 右御證文｣ としている文書��)
(原文は変体仮名)｡ この両文書から ｢車持共｣ が ｢車力｣ を使っていることがわかる｡

② 寛永��年 (����) ６月��日に ｢下鳥羽車借仲間｣ が決めた五カ条の ｢定｣｡ このなか

には ｢車力ニ少も高下仕間敷事｣, ｢町屋へハ, 米・材木之車力ハ, 五合壱升之高下不レ苦候

事｣, 違反すれば ｢車壱両ニ付銀三匁ツツ可レ出者也｣ という記述がある��)｡
車力への給米分をきめて違反者は車１両につき罰金を払うということは, ｢定｣ めの作成

者たちが車持で車を手配し車力を雇う者 ｢問屋｣ であることを意味する｡ この点は署名者��

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���
[補註] 貸本屋数について｡ 京都や大坂その他の地域では総数の史料がないので, 該当地の本屋数を
推計し (前掲鈴木 『江戸の本屋』 ｢各期の書肆発生消滅数｣ を利用), その一定割合を貸本屋数とし
た｡ その割合は本屋・古本屋・貸本屋の兼業率とし, 大都市では５,６割, 小都市や温泉地等では
９割以上とした (丸括弧内は史料と典拠名)｡ [江戸] ����年の貸本屋数���(『外題作者画工書肆名
目集』｡ 『前田愛著作集』 第２巻・｢出版社と読者｣｡ 高木元 『江戸読本の研究』 ぺりかん社)｡ ����
年���(前掲寺門静軒 『江戸繁昌記』 �����)｡ [名古屋] ��(前掲広庭 『江戸時代貸本屋略史』 �����������)｡ [和歌山・高野山] ��以上 (須山高明 ｢近世紀州の 『書商』｣ 『和歌山地方研究史』 ��号)｡
[長崎] ��[仙台] ��[金沢] ��[水戸] ��[横濱・美濃] 各６ [松阪・山形・新潟・堺・常陸太
田] 各５ その他の地域���(以上前掲長友千代治 『江戸時代の図書流通』)｡ 推定分 [大阪] ���
(『慶長以来大阪出版書籍目録』｡ 前掲長友����｡ および 『大阪市史』 第２巻�����)｡ [京都] ���‒���(文政年間・前掲広庭�����)｡ [他の地域・島・湊・温泉] は推測で���｡ 総計����‒����｡ 本
屋仲間に属さぬ者や兼業者もいるから文化・文政期には ｢����をはるかに越す｣ であろう (前掲広
庭)｡ イギリスの貸本屋数については清水一嘉 『イギリス貸本文化』 (図書出版) 参照｡

��) ｢証文｣ ｢大沢家文書｣ (京都市編 『史料京都の歴史』 ４, �����)｡ 車持への ｢御證文｣ 『京都御役

所向大概覚書』 (清文堂刊・岩生成一監, 上巻 �����)｡ 大沢家は鳥羽で車借をたばねていた荘司兼
豪商だったという｡��) ｢定｣ 前掲 ｢大沢家文書｣ (『史料京都の歴史』 ４, �����‒���)
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人のうち忠治郎以下５人が, 後年の訴状 (文書③) で ｢下鳥羽問屋車持中｣ と署名している

ことからもわかる｡

③ ｢下鳥羽横大路両村之問屋車持中｣ が寛文４年 (����) と同９年 (����) に奉行所へ
だした訴訟書 (前者は下鳥羽・京都間の新運河計画の中止要請, 後者は伏見 ‒京の高瀬舟に

よる荷物運送の制限願い)｡ その署名者は問屋・車持・車持惣中・車年寄, 問屋惣中・百姓

中である��)｡ 車持・問屋とともに署名した百姓中は, 車持・問屋たちから牛や車の賃借をし
て農間の車稼ぎをする者 (車力) たちであろう｡

④ ｢京車組｣｡ 三条組の牛数��匹・車数��輛・牛持人数��人｡ 四条組の牛数��匹・車数���
輛・牛持人数��人��)｡ ｢伏見車方｣ は ｢延寶七年 (����) 十二月現在 (車方・水谷) 家数百十

七軒, 牛数二百五十七疋, 寶暦中車輌数百七十五輛｣��)｡ 三条組と四条組では牛持 (車持)

が一人 (一軒) で���倍の牛と４倍ほどの車を所有しており, ｢伏見車方｣ では���倍の牛と���
倍の車を使用している｡ これらの牛や車が賃貸されていることは明らかである｡

みられるように, 京・伏見では多数の牛や車を所有する車持・問屋たちが農間の車稼ぎ (車

力) の百姓たちを雇い, かれらに牛や車を賃貸し, 仲間を結成して規約を定めていたのである｡

車力の手配と雇用をして車や牛の賃貸をする問屋は運送業者に属するけれども, 車力へ車と牛

を損料貸する業務からみれば賃貸業者である｡ このばあいには問屋→車力・車力→客という二

重の賃貸がおこなわれるといっていい (それはチャーターでもある)｡ そうした問屋営業は文

書①の ｢車持｣ が問屋だとすれば, ����年代からおこなわれていたことになるが, おそらくは
もっと以前にさかのぼりうるであろう｡

[江戸] 『東京市史稿』 (産業編４) の諸史料や 『嬉遊笑覧』 によると, ｢芝車町牛持共先祖｣

は寛永��年 (����) に京都からよびよせられ, 同��年から車借営業をはじめている��)｡ 三伝馬
町名主町人から奉行所への返答書によると, 元禄��年 (����) ８月の ｢車数二千輛程御座候｣,
享保��年 (����) には ｢凡車数八千輛程｣ とある��)｡ 前記の京都と同様に, この車借営業が問
屋と車力の関係を軸にしていたことはまちがいない｡

大八車は大型の荷車で寛文年間 (����‒����) につくられ, 材木や米などの運搬に重宝がら
れて流行した��)｡ 元禄８年 (����) ��月に ｢町中の大八車の数, 合て千四百四十五輛｣ にな

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) 訴訟書 前掲 ｢大沢家文書｣ (『史料京都の歴史』 ４, �����‒���)��) 車数 『京都御役所向大概覚書』 (清文堂刊・岩生成一監, 上巻 �����)｡ この文書の時期は不明だ
が, 他との関係から����年代後半から����年 『大概覚書』 完成までのものと思われる｡��) ����年京都府伏見町編・担当高橋真一 『御大礼記念京都府伏見町誌』 �������) 喜多村�庭 『嬉遊笑覧』 (二・岩波書店 ����), 『東京市史稿』 (産業編４ �����‒���)��) 享保��年５月三伝馬町名主町人から奉行所への返答書｡ ｢撰要永久録｣ (『東京市史稿』 産業編第�������所収)��) 前掲 『嬉遊笑覧』 (二) ����‒��｡ 喜田川守貞 『近世風俗史』 (岩波書店・宇佐美英機校訂・後集巻

之三)

����������������������������������������������������������������



り��), 享保��年 (����) ４月ころには, 町々の諸問屋だけでなく商賣人までが車の損料貸をす
るので車数が激増し, 事故をおこしたり, 馬稼の生活をおびやかすまでになった｡ ｢町々諸問

屋は不レ及レ申, 其外之商賣人迄賃車を拵置, 損料貸仕候ニ付, 車数夥敷相増, 先規馬ニて附

送リ候品も皆以車ニ被レ奪申候｣ (４月��日・三伝馬町名主らの訴状��))｡ 貧乏な車力は車を所
有できないから, 車持 (問屋・商人) による車力への損料貸は車がでてきた����年代ころから
あったと推定できる｡

[大阪] 大阪では��世紀半ばから, 大八車よりもやや細身の ｢ベカ車｣ とよばれる荷車が流
行した｡ 安永３年 (����) ９月に橋の通過禁止令がだされ, ��世紀初頭の申告車両数は����両
であった��)｡ 千数百両の車を所有する者と運夫がいたこと, 明和６年に車賃貸の出願があり,
寛政６年に車賃貸者名と車数の届出令がでていること等からすれば��), 車の賃貸や運夫の雇用
を手がける ｢問屋｣ がいたとしてもおかしくない｡ いたとすれば, そうした業者は車が流行し

た��世紀後半には営業を始めていたのであろう｡
貸駕籠 輿

こし

は高位者たちによって古代から利用されていたが, 近世になると簡素な駕籠が庶

民に利用されて ｢借
かし

駕籠｣ とよばれた｡ ただしこの ｢借｣ (貸) は, 駕籠舁
かき

人足による運送と

一体化している点ではチャーターである (駕籠舁の ｢舁
か

く｣ は肩にかつぐ意)｡ 幕府は 『武家

諸法度』 (����年) で病人をのぞく��才以下の一般町人の利用を禁止しているが, 実際にはそ
れほど厳守されなかったようである｡

江戸では奉行所が駕籠舁に日用座で許可をとらせたり (寛文５年), 辻や横町に駕籠をだし

たまま通行人に貸すことを禁止したりしているから (寛文８年), 貸駕籠は��世紀後半にはか
なり普及していたようである��)｡ 駕籠数は正徳元年 (����) に����挺に達し, 元文２年 (����)
には ｢町中数千人之駕籠かき｣ がいたという��)｡
駕籠持主 (｢元締｣・｢車屋｣) たちは駕籠舁に駕籠を損料貸していた｡ このことは享保��年

(����) ２月・｢只今迄町々駕籠舁共江駕籠屋より一日借リ候｣, および元文２年 (����) ３月
・｢辻駕籠損料を以借リ請渡世仕候者, 江戸中端々ニ至迄大勢御座候｣ の文書にしめされてい

る��)｡ ｢元締｣ は駕籠の調達・賃貸・駕籠舁の雇用・管理をする広義の駕籠賃貸業者で, その

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

��) 前掲 『嬉遊笑覧』 ����(典拠として 『元禄八年日記』 とあるが確認できていない)��) ｢撰要永久録｣ (『東京市史稿』 産業編第�������所収)��) 橋の通過禁止 『大阪市史』 第３巻 �����｡ 文化元年��月の車数, 同第２巻 �������) 天明６年２月��日, 炭尾町井筒屋吉兵衛からの出願 (『大阪市史』 第３巻 ������‒�)｡ 寛政６年��
月, ベカ車を所有し賃貸する者は名前と車数を届出ること (同第４巻�����)��) 寛文５年３月 ｢覚｣ 『御觸書寛保集成』 (岩波書店・高柳真三・石井良介編, ������, ����)｡ 寛文
８年８月��日 ｢覚｣・『正宝事録』 (近世史料研究会編・日本学術振興会刊第１巻 �����)��) 宝永８年３月��日の車数, 前掲 『嬉遊笑覧』 二, �����｡ 元文２年７月２日の車数, 前掲 『正宝事

録』 第３巻 ����‒����) 享保��年, 前掲 『正宝事録』 第２巻 �����｡ 元文２年, 同第３巻 ���
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数は����年に���軒余といわれている��)｡ 駕籠舁が駕籠を所有しにくいことからすれば, ｢元締｣
らはさきの ｢覚｣ や ｢触｣ 以前から, おそらく����年代から営業していたであろう｡
大阪でも����年代から駕籠の利用者は多かったが (『大阪市史』 第３巻), 京阪は江戸よりも狭

いため, 町なかでの利用は比較的少なく, ｢京阪…駕籠屋と称へ, これのみを業とする家はた

だ是諸遊里にあるのみ｣ で, 市中に駕籠屋は多いけれども, 副業者か兼業者が多く ｢求めに応

じてかごを曳く｣ といわれている��)｡
貸船 中世の後半から商品生産とその輸送が活発化し, 問丸や廻船業が成長した｡ 朝廷・寺

社に従属して特権をうけていた供御人・神人・寄人たちの水運活動は中世水運の特徴であるが,

かれらのなかには船を所有してそれを賃貸する者もいた��)｡ 各湊津の船持・廻船業者たちが船
の賃貸をしていたことは, 各地にある ｢廻船式目｣ (中世後期) に船の賃貸借規定があること

でもわかる��)｡ 秀吉政権が発布した ｢海路諸法度｣ (����年正月) では, ｢借船仕候時, 船主船
頭可為約束次第事｣ という賃貸の大原則がかかげられるまでになっている��)｡
近世海運の大きな特徴は, 江戸・大坂間を結節点とした西回りと東回り航路が開発整備され,

全国的海運網と廻船市場が確立されたこと, 荷主商人 (兼生産者)・廻船問屋・廻船業者の三

者による商品の運賃輸送, および廻船問屋や廻船業者への委託による年貢米輸送, のふたつが

柱をなしていたことである｡

近世初期までの海運では船だけの賃貸・｢船床貸
ふなどこがし

｣ が多かった��)｡ けれども以降は船の大型
化やその他の原因で傭船 (いわばチャーター) が主流をしめるようになり, 前者は二次的にな

っていった｡ 中規模位以上の船の賃貸 (広義) で中心になったのは, 荷主商人 (多くは生産を

兼業)・廻船業者・廻船問屋の三者であった｡ なお大阪界隈での通船・茶船・漁船の ｢賃貸｣

は����年から何度も禁止されているが, 違反者も多かったようである��)｡
廻船問屋は船が不足すると, 紀州・兵庫・瀬戸内などの廻船業者から雇船したが, これらの

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) 享保��年２月��日, 前掲 『正宝事録』 第２巻 �������) 前掲 『近世風俗史』 後集巻之三 (第５冊 �����)��) たとえば石清水八幡宮の神人で交易や運輸業務をしていた��人は, ����年��月から��月までに所有
船 (計��艘) を尼崎・兵庫の船頭に賃貸している (新城常三 『中世水運史の研究』・塙書房 �����‒���)｡ 伊勢の神人櫟木いちのき

善生は, ����年５月��日, ���石積船を所有して貢納物輸送をするかたわらそ
れを大幡の助三郎に貸している (文明２年５月��日 『氏経神事記』｡ 綿貫友子 『中世東国の太平洋海

運』 東京大学出版会 �����‒���)��) 『廻船大法之巻物』 には, 借船で借手が違約すれば貸手に契約の船賃を支払う, 貸手が違約すれば
借手に契約の代船を渡す, 借船の破損では借手は船賃だけを支払う等, いくつかの規定がある｡ 住田

正一 『日本海法史』 (五月書房 ����)｡ 長沼賢日 『日本海事史研究』 (九州大学出版 ����‒��)��) ｢海路諸法度｣ は前掲・住田正一 『日本海法史』 (�����) 所載��) 住田正一 『海事大辞書』 (海文堂出版部)��) 元禄８年 (����) ��月 ｢覚｣｡ 正徳３年 (����) ４月��日 ｢触｣｡ 明和８年 (����) ８月 ｢覚え｣

(大阪市編 『大阪市史』 第３巻 [清文堂])
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廻船業者は, 自身の所有船をチャーターや賃貸で廻船問屋へ供給していた (幕府や藩の官米輸

送は初期には商人の請負だったが, 河村瑞賢による東西航路の開発後は大手廻船業者の船のチ

ャーター方式になった)｡ 船を貸す廻船業者には商業や生産を兼業するものが多く, たとえば

紀州の大手廻船業者は蜜柑の販売者でもあったから, かれらは蜜柑の輸送期以外で檜垣・樽廻

船問屋の傭船に応じていた｡ 総じていえば, 廻船業も船の賃貸も, 商業と結合し商業に従属し

ておこなわれていたのである��)｡
当時は船舶需要の継続性や安定性がとぼしく, 大型船を所有し維持する巨額資金の調達が困

難だった割に海難リスクはきわめて大きかった｡ こうした状況で賃貸だけの経営が採算にあわ

ないのは明らかであるし, 地域間格差を利用した廻船業の商業利益は運賃をはるかに超過して

いた��)｡ したがって, 船の賃貸を専門にする独立業者がいなかったのは当然であった｡ とはい
え, 船舶需給のズレを緩和する方法として, 船舶の賃貸が輸送上で重要な役割をはたしてきた

ことも疑いない｡ 船体賃貸専門の ｢船舶貸渡し業｣ や船舶リース業が出現するのは現代になっ

てからである (前掲拙論④⑤⑥)｡

補論 古代の物品賃貸借について

[�] 序 物品賃貸借は古代でおこなわれていたのか, いたとすればその対象と様子はどの

ようなもので, どういう意義をもっていたのか｡ この考察は物品賃貸業を発生させる前提条件

(物品賃貸借の普及) の歴史的出発点を理解しておくという意味をもっている｡

弥生末期から��世紀初期までを古代とするならば, その期間は千年以上におよぶ｡ その全体
をあつかう準備がないので, 文字史料の利用が可能になる７世紀後半から��世紀まで 律令

体制の形成・確立・衰退 (初期) まで をおもな対象とし, 便宜上この期間を ｢古代｣ と記

すことにする｡

｢古代｣ では賃貸借や売買の表現が多義的で, 土地の賃貸は期間を限定した ｢売｣, 物の ｢貸｣

は ｢借｣ と表現され, 賃貸借・チャーター・雇用の報酬は ｢賃｣ と表現されていた｡ 政治的・

宗教 (祭儀) 的・経済的関係が融合して未分化なところがあり, それに応じて語彙も多義的だ

ったのである｡ したがって物品賃貸借をさまざまな関係や側面から分離してあつかうならば,

表面的で不十分なものにならざるをえないであろう｡ 古代研究の素人である私にはそのことを

さける力がないけれども, こうした研究がないため, おもな諸事態だけでも確認しておきたい

と思う｡ そのさい現代の賃貸借の規定から排除されるような事態も賃貸借 (広義) としてあつ

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

��) 柚木学 『近世海運史の研究』 (法政大学出版局), 上村雅弘 『近世日本海運史の研究』 (吉川弘文館),
前掲住田正一 『日本海法史』, 『交通史１』 (豊田武・児玉幸多編 『体系日本史叢書』 山川出版社) そ

の他��) 前掲柚木 『近世海運史の研究』 �����‒���｡ 前掲住田 『海事大辞書』 上巻 ������
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かうことにする｡

賃貸がおこなわれる基礎的条件は, 各主体による対象の私有化と自由な契約であるから, 賃

貸の発展程度はこの条件への規制如何によって規定される｡

農・漁・猟・炊飯に使う用具や容器, 運搬の諸手段は手足の延長的機能をはたすから, 使用

者の占有化ひいては私有化がもっともはやくから生ずる｡ 私有関係のもとで相手の動産を掠奪

することなく利用するには交換か貸借によらねばならない｡ 総じて動産物品の貸借は, 不動産

の私有化や貸借よりもはやくからおこなわれていたと考えられる｡

｢古代｣ の文書や辞書をみると, ｢貸｣ (借) の字の訓には ｢いらし｣・｢いらす｣ ということ

ばがあてられている｡ たとえば 『新撰字鏡』 では ｢貸 伊良須
い ら す

｣, 『日本書紀』 には ｢貸稲
いらしのいね

｣,

｢稲と資財
た か ら

を貸
いら

へし者｣��)｡ このことは日本人が漢字を利用するようになる以前から, 共同体間
あるいは共同体内部に ｢いらし｣・｢いらす｣ と発音される貸借関係が成長していたことを示唆

している｡

[�] 律令体制の特徴 ｢古代｣ の物品賃貸借の特徴をつかむためには, あらかじめ律令体

制の基本的特徴をふまえておく必要がある｡

律令体制は, 大和地方の大王が宗教的・文化的権威を背景に ｢全国｣ の最高権力者たる天皇

として, 唐から導入した律令を基本に人民支配を志向する中央集権的な国家体制であった｡ そ

れは７世紀中葉ころから形成されはじめ, 班田収受の実行や諸律令の完成をへて８世紀前半に

確立し, ９世紀後半ころからその欠陥をふかめ, 変質しながら��世紀ころに崩壊する｡
この国家の地方行政は天皇・中央政府が任命した国司や郡司にゆだねられていた｡ かれらは

該当地域の有力豪族であり, 実質的な支配者であったから, 当時の体制は豪族による氏族的支

配と天皇による律令的支配とが結合し重複していたとみられる｡ 園地と宅地は私地とされてい

たが, 既墾の全田地は ｢公田｣・｢口分田｣ として全人民・百姓へ班給されていた｡ 国家財政は

諸産物の徴収と用役労働でまかなわれ, 軍事力は徴兵制によって保持された｡

産業は農漁業がおもで, 製塩・土木・鉱工業・輸送等がこれにつづく重要な産業であった｡

各地に存在した小規模な市場では, 銭貨とともに稲・布・鉄等が貨幣機能をはたしていた｡ 京

では官人ら住民のために東西市が設けられ盛んに銭による売買がされていたけれども, 全国的

には現物経済が支配的であった��)｡
身分制度は良民と賤民の区分のもとで, 良民は皇族・官人・公民・品部と雑戸, 賤民は陵戸

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) 『日本書紀』 大化２年３月��日, 朱鳥元年７月��日詔 (岩波書店 『新日本古典文学大系』 ��下 �����‒���, �����‒���), その他 『日本霊異記』 など｡ 現代でも琉球の古方言に ｢貸す｣ ＝ ｢イラスン｣,
与那国島に ｢貸して｣ ＝ ｢イラミ｣ がある (半田一郎 『琉球語辞典』, 山中襄太 『方言俗語語源辞典』,

藤原与一 『日本語方言辞典』)｡ また甲斐・山梨・神奈川の方言にも ｢借りる｣ ＝ ｢いろう｣ がある

(山中襄太 『方言俗語語源辞典』)��) 養老令 ｢関市令｣, 栄原永遠男 『奈良時代流通経済史の研究』 (塙書房), ｢都城の経済機構｣ (岸俊

男編中央公論社 『日本の古代』 ９), 中村修也 『日本古代商業の研究』 (思文閣出版) その他

����������������������������������������������������������������



・官戸・家人・奴隷 (公奴婢・私奴婢) に分けられ, 公奴婢と私奴婢は家財として売買や貸借

の対象にされていた｡ 支配階級は皇族と有位官人・その他の富豪層であった｡ 全人口は推計で���万人から���万人, 平城京は上限��万人弱から下限��万人弱まで｡ 平城京の階層別人口につ
いては二つの推計値があるのでその平均を概算すると下記のようになる��)｡
５位以上����人 (１％), ６位以下����人 (４％), 下級官人�����人 (��％), 庶民�����人

(��％), 仕丁・衛士�����人 (��％), 奴婢�����人 (��％), 計������人 (���％)
一般民衆の住居には竪穴住居と平地式掘立柱住居があり, のちに後者が多くなるけれども,

畿内とその周辺をのぞけば前者の方が多かったようである｡ 同一敷地内には井戸や倉庫を共有

する複数の住居があり, それらに住む大家族が経営の基礎単位をなしていたと推定される｡ 低

い生産性・過酷な徴税・労役・徴兵のために大半の民衆の生活はごく貧しく, 諸国史には飢饉

と救済の記事が枚挙にいとまないほどでている｡ 天平２年 (���) の 『正倉院文書』 によると,
安房の一郡では調査総数���のうち等外戸 (賑給対象の困窮戸) が約８割, 越前では総数 (����
人) の９割をしめ, 宝亀４年 (���) ３月ころの太政官符は平城京内の賑給対象者が左京だけ
で����人と記している��)｡
墾田永年私財法を契機に, ８世紀後半から富者と貧者との差が拡大していく｡ 逃亡者や浮浪

者が激増し, 大寺院や貴族らがかれらをうけ入れる一方, 郡司等による土地の私有化や免税目

的の土地の寄進が拡大するなかで, 律令体制の衰退・崩壊がすすんでいった｡

[�] 車の賃貸借 ｢古代｣ 輸送のおもな特徴は, 地方から中央への貢納物輸送が根幹をな

し, 国家がそれを支配・管理していたことである｡

当時の車は貴族たちの乗物 (二輪の牛車) と荷車 (人力の二輪車) とに大別できるが, どち

らにせよ橋のない場所や未整備の道路では利用できないから, 当時は主として京やその近郊で

利用されていたのであろう｡

牛車は中央の官工房でつくられた｡ 荷車の方は, 豪族・寺院・有力百姓・｢輪車戸頭｣ など

が支配下の ｢輪車戸｣ の奴や ｢車匠｣ に命じて制作させ, 所有していたと思われる��)｡ 越中の
豪族・物部小嶋が東大寺へ車��両を献納した事例や, 石山院が��両の運送車を購入した記録は,
かれらがその所有者だったことをしめしている��)｡

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

��) 沢田吾一 『奈良朝時代民政経済の数的研究』, 岸俊男 『飛鳥と宮都』, 田中琢 『平城京』, 鬼頭清明

『古代木簡と都城の研究』 (塙書房)｡ 数字は鬼頭氏による二推計 (前掲書 �����) の平均値��) 青木和夫 『古代豪族』 (講談社 �����‒���)｡ 栄原永遠男 ｢平城京住民の生活誌｣ (前掲 『日本の古

代』 �����‒���)��) 森田悌 『解体期律令政治社会史の研究』 (株式会社国書刊行会 �����‒���)｡ 加藤友康 ｢交通体系と

律令国家｣ (日本評論社 『日本技術の社会史』 第八巻 ����‒��)｡ 森田氏は, 天平宝字元年 (���) ４
月４日勅 (『続日本紀』) の ｢輪車戸頭｣ を車の制作者と解されている (前掲 �����, �����‒���)｡��) 献納例は 『東大寺要録』 ｢縁起章第二｣ (国書刊行会・筒井英俊編纂校訂 ����‒�)｡ 石山院の購入
例は ｢造金堂所解｣ (『大日本古文書』 ��‒���)｡ 前掲森田参照
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官や民で賃貸借されたのは荷車である｡ とくに東大寺を筆頭とする諸寺院は表１のように,

天平時代の新築・増改築にさいして多数の車を賃借している｡

表をみると, 石山寺をふくむ東大寺 (造物所・写経所) による賃雇車は天平宝字４年から６

年までに����両余にのぼり, その運搬は東西市や泉津からの例が多い｡ 雇車数が最多の例 (���
年����輛) では, 東西市～奈良間の雇車賃が１輛でほぼ��文から��文, 泉津～奈良間は平均��
文になっている｡ ほとんどの雇車記載が雇車賃だけになっているのは, 寺院にそれだけ大勢の

運夫がいたとは考えられないから, 雇車賃に運夫賃をふくむチャーターだったからであろう｡

ところで, 雇車賃と運夫賃とを別々に記載した例にはつぎの史料があげられてきた (前掲,

加藤・森田)｡ ｢菜引遣使解／(２行略) 車三兩賃二百七十文 〈兩別九十文〉 雇人五人充力廿五文

〈人別五文〉 ／(５行略) 天平寶字四年十一月十四日丸部足人｣ (出所は表１と同じ, ４‒���)｡
しかしつぎの史料 (天平宝字６年��月) ｢四百十文自東西市件雑物等買運雇車八兩賃

〈七兩別五十文一兩六十文〉 往還賃／二百三文自同二市雑物買運担夫等間食物買給／(１行略)

主典安都宿弥 案主上下道主｣ (５‒���) も改行以外は同じものといえないだろうか｡

それはともかく, 以上のように寺院やほかの人々によって利用された雇車にはチャーター的

なケースと車単独のケースがある｡ 雇車の利用が多かった理由には, 車の不足・高額・即時の

入手困難・一時的な必要性・などが考えられる｡

官寺は車や運夫をどうやって集めていたのだろうか｡ おそらく ｢輪車戸主｣ や運搬に慣れた

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���
表１ 東大寺とその関係所による運搬車の賃借事例 (『大日本古文書』 編年文書 右欄の数字は巻とページ)���年 石山寺造仏所作物帳・薪橡 〈自山口運車六十七兩〉 賃銭一貫四百七十四文／買檜……

自泉津運車六十四兩賃銭二貫四十八文／ (各種) 板……自泉津運車二十九兩賃銭九百
七十八文／買燭松……自泉津運車五兩賃銭百六十五文／岡田焼炭 〈自泉津運車五十四
兩〉 賃銭一貫七百六十七文

１‒���
１‒���
１‒������年 (東大寺) 冩經司解 (柱・板) 運車十七兩庸銭六百八十文／ １月��日 ２‒������年 (同)寫經所食口帳／六百八十五文雇車十兩賃 〈自泉薪……并東西市生菜等〉 ６月��日 ��‒������年 東塔所解申請雑用銭事 (�・近江諸村) 一貫二百文車十五兩賃／(�・藁) 千六百文

車廿兩賃／(板) 一貫六十文車十四兩賃料／
��‒�����‒������年 奉冩一切經所解／申請用乗米事／合用米／雇車十五両賃一斛二斗 ５月２日 ��‒ �����年 造甲賀山作所解／(塩材木他) 一貫二百五十五文雇車十七両功 ５‒ �����年 二部般若銭用帳 〈小杉本銭用帳〉 三百九十六文自東西市雑物買運雇車伍兩往還賃／四

百十文自東西市件等雑物買運雇車八兩賃……往還賃
５‒���
５‒������年 (石山寺) 造金堂所解申請用銭并雑物等事／三百九貫二百七十文運雑物車賃 (内訳)

／雑材……自泉津運上雇車一千百四十六兩賃／自……高倉山瓦薪運車四十一兩／自生
馬輪束山運和炭……雇車十八両賃／自佐保山……運白土車十兩賃／自東大寺借請・返
上雑物……車廿一兩賃／自河内知識寺運生銅車十二兩賃／ (他略)

��‒�����‒�����‒���
[註] 表の諸事例は 『大日本古文書』 (編年文書) から選択し, その探索には東京大学史料編纂所 ｢奈良時代古文書フル

テキストデータベース｣ を利用した｡ 記号は水谷による｡ ／は改行改ページ記号｡ 括弧内は運搬物資・運送始点・
車賃料その他｡ 運搬物の数量・一車ごとの賃料・署名は省略した｡
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有力百姓らに委託して募集していたのであろう｡ 運夫になったのは, もよりの津・市・村落に

いる ｢輪車戸｣ 人・｢車借｣��)・下級官人・その他の百姓・浮浪者たちで, 多少とも自由な契約
で雇われていたようである��)｡
[�] 船の賃貸借 水運のばあいも地方から中央への貢納物輸送がその根幹になっている｡

官物輸送のさい私船の借入がふえて多額の費用がかかるという承知７年 (���) ９月��日の
太政官送, および ｢百姓商旅之徒｣ が豊前・豊後の諸津間で任意に官物運送をしているという

天平��年 (���) ７月��日の太政官符をみると��), 当時は船が不足していたため, 国家が官物
輸送に寺院・豪族・漁民らの所有船 (私船) をしばしば借用していたことがわかる｡ 先学たち

の研究では, 『延喜式』 (主税) に ｢船賃｣ と挾杪
かんとり

・水
か

手
こ

への ｢功賃｣ が別々に記されているこ

とから, こうした借船は船だけの賃借, 船賃は賃借料と解されている��)｡
他方, 民間では大型・中型船を船頭や水手をつけないまま賃貸借することはほとんどなかっ

たようである｡ それは商品輸送量がとぼしいうえ, 借船しても適切な船人がいなかったからで

あろう｡ 民間で船の貸・借といわれているのは, 河川・湖沼・近海でのいわゆる ｢渡し舟｣ の

ようなケースだったと推定できる��)｡ ちなみに 『日本霊異記』 では公
ぐ

済
さい

禅師らが難波津で船人

から船を雇ったことが ｢即借二人船一, 将二童子二人一, 共乗度レ海｣ と記述され��), 『万葉集』
では ｢わが隠せる楫棹

かじさを

無くて渡守
わたしもり

舟貸さめやもしましはあり待て｣ とうたわれている��)｡
[�] 稲の出挙 ｢古代｣ には春に種稲を貸して秋に元本と利稲を返済させる貸借制度があ

り, 国家体制と国民に大きな影響をあたえた｡ それは ｢古代｣ 独特の ｢賃貸借｣ (広義) とい

ってよいだろう｡ この貸借には唐令の ｢出挙｣ の字があてられ, ｢いらし｣ と訓ぜられた｡ 首

長が農民から余剰稲を集めて共同倉庫に貯蔵し, 播種期に種稲として分与する農業共同体の慣

行が出挙制の一源流だったと考えられる｡

養老令 ｢雑令｣ によると, 出挙には公出挙と私出挙, 稲粟出挙と財物出挙とがあり, いずれ

も当事者の自由契約で, 稲粟公出挙の利息は年５割, 弁済不能者には ｢役身折酬｣ が科せられ

た｡ その法制化は８世紀初期だが, ７世紀後半には実施されていたとみられる｡

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

��) 平城京左京・長屋王邸出土木簡 ｢車借人六口米三升｣ (『奈良文化財研究所木簡データベース』)��) 森田悌氏は, 天平宝字６年 ｢造石山院所消息｣ の ｢若請物不給, 自常雇役人等, 皆悉散往者｣ (『大

日本古文書』 ��巻 �����‒���) から ｢雇主と被用者の間に比較的自由な契約関係｣ をみとめられてい

る (前掲 �����)��) 天平��年７月��日太政官符 (『類聚三代格』 巻��)｡ 承和７年９月��日太政謹送 (同巻��)��) 住田正一 (前掲 『日本海法史』 ����‒��)｡ 杉山宏 『古代海運史の研究』 (法政大学出版局 �����‒���, ���‒���)��) 天平勝宝５年 (���) ６月��日 ｢二貫一百四文, 自二難波一米等買運川船一雙賃｣ (『大日本古文書』��‒���)｡ 加藤友康氏によると, この記述は８世紀の河川輸送で ｢船賃支払いを示す唯一つの事例｣

であり, 民間の船賃が想定できる (前掲 ｢交通体系と律令国家｣ ����)��) 『日本霊異記』 上巻第７縁 (岩波書店・『新日本古典文学大系』 ��・出雲路修校注訳 �����)��) 『万葉集』 ����(岩波文庫上巻・佐佐木信綱訓編 �����) (貸の原文は借)
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公出挙は ｢賃貸｣ 形式による税の一種であり, その取得分は国司や郡司らの維持費・農業の

再生産 (勧農)・被災者や貧窮民の救済等にあてられている｡ また諸国史には出挙の負債で破

産し逃亡する記述がくりかえしみられるから, 出挙は階級分化を促進させたことがわかる｡ ��
世紀以降になると, 在地領主化しつつあった郡司や名主らが出挙によって勧農と救済をおこな

うようになり, 税の性格はうすれていく��)｡
民間の私出挙には稲と財物の出挙があり, 稲出挙の利率は年��割, 財物出挙の利率は��日ご
とに���割で, 弁済不能者には ｢役身折酬｣ が科せられた (前掲 ｢雑令｣)｡ 私出挙の方が公出挙

よりも ｢賃貸借｣ の性格が強かったと考えられる｡

僧景戒
きょうかい

の説話集 『日本霊異記』 (���‒４年ころ完成) には私出挙の話がいくつもみられる��)｡
信濃国小県郡跡目里の人｡ 財宝に富み銭と稲を出挙す｡ 貸付時には軽斤

はかり

を返済時には重斤を

もちいた (下巻第��話)｡ 讃岐国美貴郡の大領外ぐゑ従六位上小屋県主をやのあがたぬし

宮手の妻｡ 財宝に富み, 馬

・牛・奴・稲・銭・田・畠を所有し, 法外な息利の出挙で多くの人を破産させ逃亡させた (下

巻第��話)｡ こうした話からもうかがえるように, 貸手の豪族・貴族・中小級の官人・殷いん富百
姓たちは, 高利と強引な徴収で多数の農民を破産させ逃亡を余儀なくさせている｡

私出挙は公出挙の不足を補充し, 農業の維持・食料や生活品の一時的補給機能をはたした｡

それは富豪層による農地の開発を促進させ, 生産力を増加させる一因にもなった｡ それはまた

借手の土地の喪失・逃亡・浮浪化をもたらす一方, 豪族・貴族・寺院によるかれらの吸収をう

ながし, 農民層分解と律令体制の破綻を促進させた��)｡
[�] 鉄製鍬の貸借 当時の農具のなかでは鍬 (鋤) と鎌がおもな用具だが, 木柄に鉄製の�字型の刃先をつけた鉄鍬 (鋤) は木鍬よりもはるかに高能率で, 鉄の供給不足を背景に重

要かつ貴重な生産用具であった (以下でいう鍬はこれをさす)｡

国家は鉄の主産地たる中国地方―とくに吉備地方―から鉄や鍬を貢納させ, 必要に応じて各

部署や人々へ配分していた��)｡ 他の部分はこれら地方の首長・豪族が獲得し流通させた (雑令

｢凡そ国内に銅鉄出す処有らむ, 官採らずは, 百姓私に採ること聴
ゆる

せ｣)｡

鉄鍬のおもな所有者は貴族・国司・郡司・豪族・寺社であった｡ 豪族による鍬の大量所有を

しめす有名な例に, 天平神護２年 (���) ９月��日に伊予国の大直足山おおのあたいたりやま

(大国造) が鍬����

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) 平川南 『古代地方木簡の研究』 (吉川弘文館), 水野柳太郎 『日本古代の食封と出挙』 (吉川弘文館),
小田雄三 ｢古代・中世の出挙｣ (岩波書店 『日本の社会史』 第４巻所収), 三上喜孝 ｢出挙・農業経営

と地域社会｣ (『歴史学研究』 ������), 早川荘八 ｢出挙｣ (国史大事典) その他��) 『日本霊異記』 (岩波書店・『新日本古典文学大系』 ��・出雲路修校注)｡ この説話集の社会状況に関
するいくつかの記述は近年その信憑性が実証されている (吉田一彦 『民衆の古代史』 ����年・風媒社)��) 吉田 昌 ｢八・九世紀における私出挙について｣ (『律令国家の基礎構造』 吉川弘文館), 青木和夫

｢律令財政｣ (岩波講座 『日本歴史』 ３) その他��) 『延喜式』 と国史の該当記述参照｡ 平城宮からは吉備の各郡から貢進された鍬への付札が出土して
いる (『奈良国立文化財研究所年報』 ����‒����年)｡ 岸俊男 『日本古代文物の研究』 (塙書房)
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口を国分寺に献上した記録がある (『続日本紀』 巻��)｡ 官の有位者は位禄の鍬を一位の���口
から少初位の５口まで年２回支給され, 功労者には恩賞の鍬がたびたびあたえられている｡ 大

寺院も多数の鍬を施入や購入や自家製造によって所有していた��)｡��世紀以前に一般農民がどの程度に鉄鍬を所有していたかはわからない｡ 集落遺跡数や住居
数に対する出土鍬数の比率からそれを推測する試みがいくつかあるけれども, 全国平均をみる

には例が少なすぎる｡ ちなみに, 千葉県の遺跡調査 (おそらく最多の鍬出土例) の集計表

(����年) にもとづいて概算してみると, 古代後半 (９‒���) における出土鍬数と集落遺跡数
との比率 (��／���) は約��％, 対住居数比率 (��／���) は��％になる��)｡ 遺跡調査や諸研究,
各 ｢研究所｣ への問い合せ等から総合的に判断するならば, 古代末期に全戸または全住居に１

つづつ鉄鍬があったとはいえず, 前半期の所有はごくわずかだったと考えて大過あるまい｡

鍬の使用者が一般農民であり, 大半の貧しい農民はそれを所有できなかったとすれば, その

供給と使用は主として貸借によらざるをえない｡ その貸借にはつぎのケースがありうる｡

１) 国が墾田を拡大するさいに ｢傭う｣ 農民に貸与する, または乗田 (班給で残った公地)

の賃租経営で耕作農民に貸与する｡ 養老６年 (���) ４月��日の太政官奏 (『続日本紀』 巻
９) には, 良田���万町歩を開墾するために人夫を��日限度で徴発し, 官物 (おもに鍬や

鎌) を貸して収穫後にそれを造り備えさせる, とある｡

２) 豪族・官人らが自分の土地を隷属農民に耕作させたり, 寺院が所有田を農民に耕作させ

たりするさいに貸与するケース��)｡ なお, 農民１戸ごとに鍬１口を給し業を失わさせぬよ
うにせよという詔もあるが (養老７年２月��日), これまでの考察からして実施されたと
は考えにくい｡

３) 豪族と富裕農民とのあいだ, または富裕農民と下層農民とのあいだで貸借がおこなわれ

るケース｡ 和泉市万町北遺跡出土 (����年) の木簡には, ｢謹啓志紀殿欲請稲具□｣ ｢大同
五年七月十六日光□五□□□｣ の記述がある��)｡ この記述が少豪族と他者間での稲具の調
達を意味するものとすれば, 調達には貸借の可能性もふくまれる｡ またその他の一般農民

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

��) 支給量の規定は 『令義解』 禄令第十五 (岩波書店・日本思想大系３)｡ 持統６年 (���) ４月��日,
｢有位の親王以下, 進広肆

しんくわうし

に至るまで, 難波の大蔵の鍬賜ふ｣ (『日本書紀』 巻第��)｡ 寺院による購入
と製造は 『大日本古文書』 編年文書４巻‒��, ４‒���, ��‒���, ��‒���, ��‒�����) 千葉県文化財センター 『研究紀要』 ��(����年)・｢資料・データ集｣ ｢鉄製農具出土一覧｣｡ 概算で
は３‒４期数の半分を算入した｡ 同 『紀要』 加藤正信 ｢鉄製農耕具の変遷と農工技術の内容・３耕起

具 (鍬鋤先)｣ 参照��) 直木孝次郎氏は 『日本書紀』 安閑元年の钁丁くはよほろ

に関する記述等から, ６世紀前半の難波屯倉の経営に

動員された役夫が当地の豪族から鉄鍬 (钁) を一時的に貸与されていたと推測されている (｢難波の

屯倉｣ 大阪歴史学会編 『古代国家の形成と展開』 �����)��) 木簡学会 『木簡研究』 第６号 ����‒��(紹介森茂氏)｡ 栄原永遠男氏は, ｢『志紀殿』 とは……和泉
国にいた志紀県主

しきの あがたぬし

という在地豪族のひとりもしくはその関連施設｣ と指摘されている (平成��年��月
１日和泉市役所発行 『広報いずみ』 ���号 ����)
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間でも助け合いを兼ねた農具の貸借があったにちがいない｡

上記２) ３) の貸借は強制だけによるものではなく, ある程度は ｢契約｣ によるものであり,

何らかの代償 (労働など) をともなっていたはずである｡ そうした貸借は多少とも賃貸借の性

質をおびると考えてよい｡

鉄製鍬の貸借は農民にそれを利用させる主要な形態であり, その使用を拡大させて農業生産

を増加させる機能をはたした｡ その貸借は貸手にとっては借手から代償をえたり借手を従属さ

せる手段になったが, 借手にとっては鍬を私有化しうる契機にもなった｡ なぜなら, 借用者が

固定化し占有化がつづけば, 鍬は事実上で私有具になっていき, 安い払い下げなどの可能性が

大きくなるからである��)｡
｢賃貸借｣ または貸借されたと思われる物品は, 以上のほかにも牛馬・漁具・機具・臼・鍋

・釜・武器・馬具・甑・敷皮・鐵鑪等, 動産の大半にのぼるであろう��)｡ なお奴婢は財物とし
て売買の対象になっていて (｢関市令｣), かれらの ｢賃貸｣ (｢派遣｣) は十分にありえたと思わ

れる��)｡ しかしこの問題を解明するゆとりも準備もないので, いずれ機会があればおこないた
い｡

むすび��年ほどまえに物品賃貸業の理論的考察をしたのが当業の歴史を調べるきっかけになった｡
同じ物品賃貸業といっても, リース業はレンタル業よりもはるかに新しく金融業にちかいこと,

レンタル業は ｢貸物屋｣・｢損料屋｣ として江戸時代から営業していたことを知った｡ そこでそ

の歴史を調べたのだが, 物品の賃貸借には証文が不要なこともあって史料がほとんどなく, 先

行研究もないので長い期間をついやしてしまった｡ それにもかかわらず多くを推定にたより,

創業時期もやや長い期間でしか明らかにできなかった｡ 近代までの物品賃貸と貸物業の流れを

簡単にまとめてむすびとしたい｡

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) たとえば前記養老６年の太政官奏｡ ｢望請, 勧レ農積レ穀, 以備二水旱一, 仍委二所司一, 差二発人夫一,
開二墾膏腴之地良田一百万町一, 其限レ役十日, 便給二糧食一, 所レ須調度, 官物借レ之, 秋収而後, 即

令二造備一｣ (前掲 『続日本紀』 �����)｡ 人夫に貸与した官物 (鍬) を収穫後に造り備えさせよ― ｢即

令造備｣ ―の註は ｢造りなおさせる｣ だが, 農民が鉄鍬を修繕するのは困難であろう｡ ｢造｣ の原義

には始めたものごとを奥までいたらせる意があるから (白川静 『字訓』), ｢造備｣ はそのまま備え

(占有) させておくと解釈できないだろうか｡ できるならば事実上での私有化になるであろう｡��) 甑・敷皮・鐵鑪については, 大化２年３月��日 ｢百姓有り, 他
ひと

に就きて甑
こしき

を借りて炊
かし

き飯
は

む｣ (前

掲 『日本書紀』 下 �����), 天平宝字６年 ｢造金堂所解申請用銭并雑物等事｣・｢鐵鑪借｣ (『大日本古

文書・編年文書』 ��‒���), 斉明５年��月１日 ｢高麗畫師ゑ か き

子麻呂, 同
うがら

姓賓
まらうと

を私の家に設
あへ

する日に, 官
おおやけ

の羆 皮
しくまのかわ

七十枚を借りて, 賓
まらうと

の席
しきゐ

にす｣ (前掲 『日本書紀』 下 �����)��) 神野清一氏は８世紀段階での民間における奴婢の移籍を ｢駆使権の貸与｣・｢労働力の貸与｣ ととら
えられている (『日本古代奴婢の研究』 名古屋大学出版会 �����‒���)
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｢古代｣ にはさまざまな物品の貸借がおこなわれている｡ けれども共同体的な規制が強く一

般民衆の自立性がごく弱かったし, 商業や貨幣流通も未発達だったために, 物品賃貸借は輸送

手段にみられるものの, その他ではわずかしかみられない｡ 稲や酒などの ｢賃貸借｣ (有償の

消費貸借) は, 支配・隷属関係と結合し多少とも強制をともないながら広くおこなわれている｡

全体としてみると, 当時は官 (官寺もふくむ) や富裕層と民との ｢賃貸借｣ が中心になってい

たといってよい｡ 古代的な ｢賃貸｣ は, 不可欠な原料や用具を利用する主要な形態として生産

を発展させる一方, 借手を従属させたり, 階級分化をうながしたりした｡

中世になると, 家や個人による私有および商業や市場の発達, 自治都市の形成に応じて物品

賃貸はかなり拡大する｡ 皇族・寺社・有力武士に属する供御人・神人・寄人たちが身分的奉仕

をしながら商業活動をいとなみ, なかには船や車を賃貸する者がいた｡ 瀬戸内海沿岸を中心に

廻船業が活発になり, 中世後期の海商法には船の賃貸借が定められるようになるし, 他の諸分

野でも賃貸に準じた貸借がおこなわれている｡ とはいえ専門の賃貸業はまだ成立していない｡

物品賃貸業は近世になってあらわれる｡ 商工業や都市の発展にもとづいて, 賃貸業に適した

多数の商品の供給, 業者の再生産を可能にする需要者の定住等, ｢発生｣ の条件が準備されて

きたからである｡ 史料にみられる最初の貸物業は, ��世紀前半に京都にあらわれた貸能装束屋
・貸編笠茶屋・貸本屋・車借問屋等であった｡ ��世紀後半から江戸や大坂また大きな湊町で種
々の業者があらわれてくる｡ 初期のおもな借手は多少ともゆとりのある町人であったが, のち

にその日暮らしの貧民も利用するようになっていった｡

船・車・仮設建材・芝居衣裳・大工道具などの業者用の賃貸もあったが, 生活用品の賃貸需

要が多数をしめていた｡ 全産業でしめる地位は比較的マイナーであるけれども, その最盛期に

は推計四千数百店 (人) が営業しており, 業者や生活住民にとっては便利で不可欠な役割をは

たしていた｡ ��世紀後半から��世紀初頭にかけての物品賃貸業は, 世界の賃貸業のなかでも屈
指の位置をしめていたといってよい｡

なお, 幕府が商業の自由化と保護政策によって当業の発展をうながす一方で, 各種の規制

贅沢品・好色本や外国本の禁止を始めとする諸規制 によって当業の発展を阻止したこ

とをつけ加えておこう｡

物品賃貸 (貸物) 業の創成に関する研究 ���

[補註] ��世紀前後における貸本屋以外の物品賃貸業者数 (人・店) の推計と, 参考にしたおもな史
料と数字をあげておく｡ ただしごく大まかな推計であり, 目安程度の意味しかもたない｡
[江戸] 約1100‒1200 安永７年芝地域の貸物屋数��(芝 ｢質屋仲間・覚｣ 前掲拙論④)｡ ��
区域に各々��だとして約���｡ 車借問屋���(車����両, 本拙論第４節)・貸駕籠問屋���(同第
４節)｡ この合計値と明治９年東京府貸物屋���(郵便報知新聞) の平均は約����｡ [大阪] 約
1000 明和元年綿屋茂兵衛貸物屋株出願����株 (『大阪市史』)｡ 安永・天明期の貸車屋貸駕籠
屋���‒���(本拙論 �����)｡ ����年前後の攝津・河内をふくむ古金古道具屋仲間����, 古手屋
仲間����(貸古手屋の属する上町組����)｡ 嘉永６年の古金古道具屋����, 古手屋����(前掲
『大阪市史』 �‒������)｡ 全古道具・古手屋の５％が賃貸屋ならば���, 車その他の各種貸物屋���｡ [京都・伏見] 約500‒600 明治��年物品賃貸業有業者数���(京都府臨時人口調査)｡ 天
明期の車借問屋仲間���, 伏見組���｡ 伏見貸物屋仲間��(｢伏見諸集記｣ 『京都府伏見町誌』
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立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年��������, 拙論 �����)｡ [その他の都市] 約100 (２万人以上の城下町数を��として��, ����人以
上の城下町数を��として��, その他湊町で��‒��)｡ 以上合計����‒����｡ これに貸本屋数����
(第１章第３節) をたすと����‒����になる｡ (明治��年全国の物品賃貸業有業者数����人・『帝
国統計年鑑』)｡
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